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とする体制を戦略的に
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◎ 治療⽤抗体開発
島根⼤学で培ってきた抗体開発技術を⽤いて、新型コロナウイルスの感染を阻害する中和活性を有し、デルタ型を含む変異型にも対応できる親

和性の⾼い（1〜4nM）“スーパー抗体”を樹⽴（⻑崎⼤学と共同特許出願済）。すでに治療⽤抗体としてヒト化にも成功。さらに、抗体の低分⼦
化にも成功し、低価格で汎⽤性の⾼い抗原検査キット・抗体固定化マスクに応⽤する研究開発を企業・本学発ベンチャーと実施中。

◎ 次世代ワクチン開発（ポリペプチド及びペプチドを使⽤）
（コンセプト）⼩児 にも接種可能な、安全性を重視したワクチン開発
（特⾊）① 国内で開発が完了可能 ← 旭化成による物性解析（特許出願５件）

② コールドチェーンを必要としない（室温流通できる）製剤の開発
③ 抗体価の上昇・⻑期間持続・中和活性及び免疫記憶の誘導に成功
←デリバリー基材の特性により、免疫組織への効率的な移⾏

④ 副反応を引き起こす可能性が極めて低い
←⽣体物質を⾻格とするデリバリー基材による

⑤ 上記の従来株対応ワクチンの開発・マウスを⽤いた実験は完了
（特許出願済）→ デルタ株・BA.2 対応ワクチン開発中

◎ 次世代ワクチン開発プラットフォーム

●既存のRNA ワクチンは機動性の観点から今後も新興感染症の⼀次対応ワクチンとなるが、研
究開発拠点の形成により、RNAワクチンとは異なる機能（安全性を重視し、⼩児にも接種可
能）の次世代ワクチンを国内で開発し、速やかに社会実装させることが期待できる。

●予測困難な新興感染症の勃発を想定した⻑期的視野で継続的な取組が可能な組織を整備し、
新規ウイルスに対する治療⽤抗体の速やかな作製・評価（⻑崎⼤学BSL４の使⽤も含め）、
さらに社会実装につなげる体制を構築することで、治療薬の開発を加速できる。

社会実装に向けた新興感染症ワクチン・治療⽤抗体研究開発センターの組織整備

本学を中⼼に、がんワクチンで臨床試験実施経験を有する三重⼤学・京都
⼤学・⻑崎⼤学・旭化成の４⼤学・１企業のオープン・クローズコンソーシ
アムを令和２年４⽉27⽇設⽴し、研究開発を始動

新型コロナウイルス感染症は全世界に及び、変異株の拡がりに伴い、国内の感染者も著しく増加し、⼀向に衰える気配がない。国⺠の健康維持
とともに、経済活動維持，外交や安全保障の観点からも、国産のワクチン・治療薬の開発は急務である。様々な研究開発が進んでいるが、未だ社
会実装に⾄っておらず，新たな変異株の出現を含め，新興感染症対策としての研究開発拠点の拡⼤・多様化は極めて重要な課題である。

【背景と課題】

【新型コロナウイルス感染症に対する島根⼤学の取組状況】

【課題への対応】 【効果】

○これまでと異なるアプローチによる
安全性を重視した次世代ワクチン開
発を進める研究開発拠点を形成

○治療⽤抗体の迅速な開発・評価・社
会実装を可能とする体制を構築

✔研究開発成果を社会実装するには，研究開発から品質評価，臨床研究・製品化といった循環型プロセスが不可⽋



予測不能な新興感染症の勃発に対して、コールドチェーンを必要とせず、⼩児にも安⼼して使⽤できるデリバリー基材の異なる
次世代ワクチン、そして治療⽤抗体の国内での迅速な研究開発・評価・社会実装を可能とする体制とネットワークを戦略的に構築する。

・RNAワクチンとは異なる戦略の安全性の⾼い次世代ワクチン及び治療⽤抗体の開発を完了し、１〜３年後には製薬メーカーへ導出する。
・今後も勃発が予想される新興感染症に対して、国⺠の健康維持はもとより、国家戦略上極めて重要である他国の事情に左右されない、国内
で速やかな対応が期待できるワクチン・治療薬開発拠点の形成につながる。

【組織整備により期待される成果】

【組織整備の⽬的】

次世代ワクチン開発におけるオープン・プラットフォーム 令和２年４⽉より始動

新興感染症ワクチン・治療⽤抗体研究開発センター
研究開発戦略部⾨

ワクチン・治療⽤抗体の戦略的開発
〇教授（兼任）
〇准教授（新規要求）
○准教授（兼任）
〇助教（新規要求）
〇特定職員（新規要求）

社会実装部⾨
研究開発成果と社会実装をコーディネート
〇准教授（兼任）
〇特任教授（新規要求）
〇特任教授（新規要求）
〇准教授（旭化成とのクロアポ）（新規要求）
〇URA （新規要求）

ウイルス評価部⾨
島根⼤学BSL3施設・⻑崎⼤学BSL４
施設を活⽤した研究開発品の評価
〇教授（⻑崎⼤学とのクロアポ）（新規要求）
〇准教授（⼜は助教）（新規要求）
〇リサーチエンジニア（新規要求）

国・⾃治体

企業・⼤学発
ベンチャー

産学官⾦
連携の強化

医学部

附属病院

⾏政との連携
受託研究
共同研究

災害医療連携
臨床研究

連携

社会実装に向けた新興感染症ワクチン・治療⽤抗体研究開発センターの組織整備

総合科学研究
⽀援センター

動物実験施設：

BSL3実験室整備（令
和４年度概算要求（施

設整備）、全２年計画
の第２期）

生体情報実験部門：
機器整備 （令和４年

度概算要求（基盤的設
備等整備））

研究⽀援

学⻑ 研究・学術情報本部

◯ センター長：
医学部長 鬼形 和道 先生
◯ 副センター長：
浦野


